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平成２８年熊本地震災害への対応について（第11報） 

ー 救護班第５班帰着 ー 

 田中正道医師を班長に９名(支部職員を含む)で編成された第５班は、

本日15時57分に岡山駅に到着、１６時３０分に帰着報告を行った。 

活動１日目は１０時３０分から１６時、２・３日目は１０時３０分

から２０時まで、益城町総合体育館救護所のｄＥＲＵ内で１０１名の

診療活動を行いました。災害発生から間もなく一か月、益城町医師会

18施設中17施設が診療を再開、同体育館内に救護室スペース確保の

工事や５月２３日に避難者の引っ越しが予定されていることから、益

城総合体育館dERUでの救護活動の需要はなくなると思われます。 

１１日現在、本社は、救護班による活動は段階的に地元医療機関

等へ引継ぎが行われていることから、５月中をめどに同所での活動を

終了する予定としています。 

 第５ブロックの医療救護班派遣計画では、５月２０日(金)までは決

定、以降については調整中となっています。 

 

 

 

 

 

 

今後の派遣予定 

＝＝＝   こここここころろろのののケケケアアア班班班派派派遣遣遣要要要員員員ををを決決決定定定   ＝＝＝   
本社からの派遣要請により派遣する第７班は、３名の指導者と業務 

調整員１名の４名で編成、支援者へのこころのケア活動を行います。 

 ■こころのケア指導者 

  ○ 東郷 和美(臨床心理士)    石倉 愛美(専任教師) 

○ 中野 佑美(医療社会事業司) 

  派遣期間 ５月２０日(金)～５月２６日(木) 



 



 


